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兵
庫
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
金
本
州
司
会
長
）
は
行

政
に
対
し
、
避
難
所
の
災
害
対
応
力
を
高
め
る
た
め

学
校
体
育
館
な
ど
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
を
常
設
化
す
る

よ
う
働
き
か
け
を
強
め
て
い
る
。
昨
年
11
月
に
は
県

会
議
員
や
県
職
員
ら
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
。
12

月
の
兵
庫
県
議
会
で
は
避
難
所
に
関
連
す
る
質
問
が

あ
っ
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

避
難
所
に
常
設
を

昨
年
11
月
16
日
に
開
い
た
県
関
係
者
向
け
研

修
会
。
今
後
も
学
校
施
設
な
ど
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
空
調
や
発
電
機
の
常
設
を
訴
求
す
る

自治体に働きかけ強化

　
▽
…
年
末
年
始
は
遠
出

を
控
え
、
同
じ
市
内
に
独

居
す
る
母
親
を
訪
ね
た
。

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
高

齢
者
で
、
最
近
は
訪
問
回

数
を
減
ら
し
て
い
た
の
で

久
し
ぶ
り
で
あ
る
。

　
混
雑
を
避
け
初
詣
に
も

行
か
な
か
っ
た
が
、
贈
答

用
の
品
を
見
た
い
と
母
が

言
う
の
で
百
貨
店
の
食
品

売
り
場
に
出
か
け
た
。
結

構
な
人
出
で
、
高
級
牛
肉

店
に
は
長
い
行
列
が
で
き

て
い
た
。
旅
行
や
外
食
に

支
出
す
る
代
わ
り
に
自
宅

の
食
材
を
奮
発
す
る
家
庭

が
多
い
よ
う
だ
。
大
型
家

具
店
の
駐
車
場
も
い
っ
ぱ

い
で
、
空
き
が
出
る
た
び

新
た
な
車
が
入
っ
て
い

た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
求

め
ら
れ
、
家
の
中
で
快
適

に
過
ご
す
た
め
の
出
費
は

惜
し
ま
な
い
と
み
え
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
宝

飾
品
の
動
き
が
良
く
、
福

袋
の
平
均
単
価
が
上
が
っ

た
と
い
う
。
堅
調
な
株
価

で
ゆ
と
り
あ
る
層
の
含
み

益
は
増
え
て
い
る
は
ず

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
全

体
は
不
調
で
も
好
調
分
野

は
必
ず
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

業
界
に
と
っ
て
「
住
生
活

を
快
適
に
」
は
不
変
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。
工
夫
次
第

で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。

 

　
冷
め
な
い
消
費
意
欲

中
学
校
で
の
火
育
出
張
教
室
を
初
開
催
。
松
山
市
立
西
中
学
校
で
実
施
し
た

愛
媛
青
年
部 

愛
媛
大
ク
ラ
ブ
と

エ
ネ
利
用
法
を
考
察

中学校で
火育教室

機器更新需要を開拓
関電ガス
サポート

 ショールーム一新

宮
野
商
事

松
倉
商
事

兵
庫
県
協

大
阪
ガ
ス

Ｄ
＆
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
に

政
策
投
資
銀
と
出
資

保
安
切
り
口
に
接
点
強
化

増
改
築
提
案
に
拍
車

機器拡販
　
松
倉
商
事
（
本
社
・
大
和

高
田
市
、
松
倉
眞
人
社
長
）

は
保
安
を
切
り
口
に
し
た
接

点
強
化
策
で
機
器
の
拡
販
に

注
力
し
て
い
る
。
生
活
に
必

要
性
が
高
い
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー

コ
ン
ロ
や
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
な

ど
の
厨
房
機
器
や
給
湯
器
の

提
案
を
促
進
し
、
成
果
を
上

げ
る
方
針
だ
。

　
使
用
開
始
か
ら
10
年
を
メ

　
県
協
会
は
昨
年
11
月
16

日
、
兵
庫
県
庁
で
県
協
顧
問

の
県
議
４
人
と
県
企
画
県
民

部
、
県
土
整
備
部
、
教
育
委

員
会
の
26
人
を
対
象
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
利
活
用
研
修
会
を
開
い

た
。
研
修
会
で
は
機
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
を
招
き
、
導
入
事

例
な
ど
を
紹
介
。
学
校
体
育

館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
空
調
、
電

源
、
給
湯
な
ど
を
導
入
し
、

災
害
対
応
力
を
高
め
る
こ
と

を
訴
求
し
た
。
協
会
の

東

宏
行
業
務
課
長
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
特
性
を
説
明
、
Ｉ
・
Ｔ
・

Ｏ
は
災
害
対
応
型
バ
ル
ク
供

給
シ
ス
テ
ム
、
ア
イ
シ
ン
精

機
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
停
電
対
応
機
を

紹
介
し
た
。

　
大
阪
ガ
ス
（
本
社
・
大
阪

市
、
本
荘
武
宏
社
長
）
と
日

本
政
策
投
資
銀
行
は
12
月
16

日
、
太
陽
光
発
電
所
の
保
有

を
目
的
と
す
る
合
同
会
社
Ｄ

＆
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
に
出
資
し

た
。
第
１
号
案
件
と
し
て
同

17
日
、
同
社
を
通
じ
ド
イ
ツ

Ｂ
ａ
ｙ
Ｗ
ａ
　
ｒ
．
ｅ
　
Ｓ

ｏ
ｌ
ａ
ｒ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
ｓ
　
Ｇ
ｍ
ｂ
Ｈ
が
保
有
す

る
出
水
市
の
太
陽
光
発
電

所
、
桑
原
城
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
取
得
し
た
。

　
同
発
電
所
は
約
１
万
２
千

㌔
㍗
の
設
備
容
量
で
昨
年
４

月
に
運
転
を
始
め
た
。
大
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
今
後
の
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
位
置
づ

け
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

国
内
外
で
１
０
０
万
㌔
㍗
を

上
回
る
再
生
エ
ネ
電
源
の
開

発
、
取
得
を
目
指
し
て
い

る
。
現
時
点
で
同
発
電
所
を

含
め
71
万
㌔
㍗
を
運
営
し
て

い
る
。

　
日
本
政
策
投
資
銀
行
は
国

内
外
の
太
陽
光
・
風
力
発
電

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
電
源
に
対
す
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
を
通
じ
、

50
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
成

長
戦
略
を
進
め
る
。

^

　
び
わ
湖
ブ
ル
ー
エ
ナ
ジ
ー

（
本
社
・
大
津
市
、
深
野
裕

び
わ
湖
ブ
ル
ー
エ
ナ
ジ
ー

「
新
年
に
電
気
一
新
」

月
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

一
社
長
）
は
今
月
い
っ
ぱ
い

「
新
年
に
電
気
一
新
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
月
内
に
新
規
に
「
大
阪
ガ

ス
の
電
気
」
の
対
象
料
金
メ

ニ
ュ
ー
に
申
し
込
み
１
年
以

上
継
続
の
契
約
を
す
る
と
、

Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
２
千

円
分
を
進
呈
す
る
。
対
象
は

▽
ベ
ー
ス
プ
ラ
ン
全
種
▽
家

庭
用
ガ
ス
発
電
プ
ラ
ン
▽
ス

タ
イ
ル
プ
ラ
ン
全
種
▽
ウ
ィ

ズ
プ
ラ
ン
全
種
▽
ゲ
ー
ム
で

ん
き
▽
ミ
ラ
イ
ト
で
ん
き
。

メ
ニ
ュ
ー
変
更
は
対
象
外
。

会
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

^

　
愛
媛
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（

須
賀
秀
行
会
長
）
は
11

～
12
月
に
県
内
５
会
場
で
保

安
講
習
会
を
開
い
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
１
事
業
者
あ
た
り

の
出
席
者
を
制
限
。
２
０
４

人
が
受
講
し
た
。
感
染
拡
大

が
進
ん
で
い
た
12
月
３
日
の

松
山
会
場
は
中
止
し
た
。

　
講
習
会
は
大
洲
（
大
洲
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
宇

和
島
・
南
宇
和
（
愛
媛
県
南

予
地
方
局
）、
八
幡
浜
・
西

予
（
同
八
幡
浜
支
局
）、
周

桑
・
今
治
（
今
治
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）、
四

国
中
央
・
新
居
浜
・
西
条

（
マ
リ
ン
パ
ー
ク
新
居
浜
）

で
実
施
し
た
。
県
の
保
安
指

導
方
針
と
し
て
各
地
方
局
や

新
居
浜
市
消
防
本
部
は
、
高

圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
き
、

危
険
物
運
搬
車
両
に
つ
い
て

警
戒
標
や
消
火
器
、
資
材
工

具
を
適
切
に
配
備
す
る
よ
う

強
調
。
質
量
販
売
や
業
務
主

任
者
の
職
務
は
規
則
な
ど
に

準
ず
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の

動
向
と
し
て

須
賀
会
長
が

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
時
代

や
脱
炭
素
化
社
会
、
コ
ロ
ナ

禍
で
生
ま
れ
た
新
し
い
生
活

様
式
を
踏
ま
え
、
水
素
社
会

に
向
け
た
世
界
の
動
き
、
電

力
や
都
市
ガ
ス
業
界
の
動
向

を
説
明
し
た
。
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
供
給
機
器
工
業
会
は
自
然

災
害
と
安
全
機
器
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

愛
媛
県
協

５
会
場
で
保
安
講
習

　
ま
た
、
12
月
７
日
に
開
か

ド
に
、
経
年
機
器
を
使
用
す

る
顧
客
に
対
し
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
Ｄ
Ｍ
を
送
付
し
て
い

る
。
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
や
調
整

器
の
交
換
、
配
管
の
修
繕
と

い
っ
た
機
会
も
引
き
続
き
提

案
の
た
め
の
接
点
に
し
て
い

く
。
配
送
担
当
者
と
営
業
担

当
者
の
情
報
共
有
を
密
に
し

て
、
こ
ん
ろ
や
エ
コ
ジ
ョ
ー

ズ
の
販
売
を
促
進
す
る
。
台

所
の
蛇
口
や
風
呂
の
水
栓
の

取
り
替
え
を
契
機
と
し
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
提
案
に
も
拍
車

を
掛
け
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
容
器
設
置
先

の
チ
ェ
ー
ン
を
ベ
ル
ト
に
取

り
替
え
る
な
ど
、
保
安
と
顧

客
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て

き
た
。
松
倉
圭
吾
専
務
は

「
わ
れ
わ
れ
の
基
本
は
保

安
。
保
安
を
切
り
口
に
す
る

こ
と
が
、
お
客
さ
ま
宅
に
訪

問
す
る
最
も
自
然
な
き
っ
か

け
作
り
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
地
場
企
業
で
あ
る
当
社

と
地
域
の
お
客
さ
ま
の
特
性

を
考
慮
し
た
堅
実
な
営
業
姿

れ
た
県
議
会
第
３
５
２
回
定

例
会
で
は
、
自
由
民
主
党
の

浜
田
知
昭
議
員
が
避
難
所
の

質
の
向
上
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
浜
田
県
議
は
「
避
難
所

の
質
を
確
保
す
る
に
は
水
、

ト
イ
レ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不

可
欠
」
と
強
調
。
合
併
浄
化

槽
の
導
入
に
加
え
兵
庫
県
立

大
学
姫
路
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事

例
を
挙
げ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
対

バ
ル
ク
供
給
シ
ス
テ
ム
や
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
設
置
し
、
物
理
的
な

面
に
限
ら
ず
災
害
関
連
死
の

防
止
や
精
神
的
な
負
担
の
軽

減
と
い
っ
た
精
神
的
な
面
で

も
、
質
の
高
い
避
難
所
を
整

備
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　
早
金
孝
防
災
監
は
全
市
町

で
県
協
会
と
防
災
協
定
を
締

結
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

災
対
バ
ル
ク
供
給
シ
ス
テ
ム

や
発
電
機
な
ど
を
各
自
治
体

に
紹
介
し
「
避
難
所
の
質
の

向
上
に
努
め
た
い
」
と
答
え

た
。

Ｐ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
検
針
業
務
の

軽
減
に
つ
い
て
は
「
俯
瞰
的

に
み
る
こ
と
が
重
要
」
と
話

す
松
倉
専
務
。
設
置
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
し
て
今
後
も
導
入
す
る

が
、
こ
れ
ま
で
検
針
業
務
を

良
い
接
点
機
会
と
し
て
営
業

活
動
を
行
っ
て
き
た
現
場
の

目
線
を
最
重
要
視
す
る
。

「
保
安
を
ベ
ー
ス
と
し
て
普

遍
的
に
行
え
る
営
業
手
法
で

機
器
の
拡
販
に
努
め
た
い
」

と
し
て
い
る
。

　
愛
媛
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青

年
部
会
（
向
井
佑
輔
部
会

長
）
は
昨
年
11
月
19
日
、
27

日
と
12
月
４
日
に
松
山
市
立

西
中
学
校
で
火
育
出
張
教
室

を
実
施
し
た
。
中
学
校
で
の

火
育
出
張
教
室
は
初
め
て
。

愛
媛
大
学
防
災
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
と
共
催
し
、
防
災
に
つ

い
て
よ
り
重
点
的
に
学
習
で

き
る
構
成
と
し
た
。

　
授
業
は
１
年
生
全
６
ク
ラ

ス
を
対
象
に
５
、
６
時
間
目

に
行
っ
た
。
火
起
こ
し
は
２

人
一
組
と
な
り
古
代
の
発
火

方
法
を
体
験
。
従
来
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
内
容
と
異

な
り
、
日
常
生
活
が
ど
の
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
囲
ま
れ

て
い
る
か
を
考
え
る
よ
う
に

工
夫
し
た
。
災
害
時
を
想
定

し
て
複
数
の
熱
源
を
用
い
る

マ
ル
チ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
単

一
の
熱
源
に
頼
る
モ
ノ
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
学
生
た

ち
に
問
題
点
を
投
げ
掛
け

た
。
ま
た
、
低
圧
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

発
電
機
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
屋

外
用
煮
炊
釜
を
持
ち
込
み
、

実
演
を
通
じ
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

防
災
特
性
を
説
明
し
た
。

　
共
催
し
た
愛
媛
大
防
災
リ

ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
官
学
民

が
連
携
し
、
防
災
ス
キ
ル
を

持
つ
学
生
が
地
域
に
定
着
化

す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
の

牽
引
役
と
し
て
活
性
化
と
若

返
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

結
成
さ
れ
た
。
学
生
が
防
災

士
資
格
を
取
得
し
、
地
域
の

防
災
訓
練
、
企
業
へ
の
防
災

支
援
、
市
民
防
災
団
体
の
事

業
な
ど
各
種
防
災
活
動
を
実

践
し
て
い
る
。

　
向
井
部
会
長
は
「
今
後
も

広
く
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
炎
の
文
化

を
伝
え
る
一
方
、
愛
媛
大
学

と
の
関
係
を
深
め
、
地
域
社

ま
で
、
関
電
ガ
ス
サ
ポ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
「
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　
同
社
は
昨
年
春
、
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
大
き
く
改
装
し

た
。
１
階
は
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
リ

フ
ォ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
・
バ

ス
、
洗
面
化
粧
台
、
ト
イ

レ
、
リ
ビ
ン
グ
、
エ
ク
ス
テ

リ
ア
な
ど
を
展
示
し
、
調
理

実
演
・
体
験
も
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
に
し
た
。
２
階
は
関
電

ガ
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

コ
ー
ナ
ー
と
し
、
ビ
ル
ト
イ

ン
こ
ん
ろ
や
エ
コ
ジ
ョ
ー

ズ
、
水
栓
な
ど
機
器
取
り
替

え
を
提
案
し
て
い
る
。

　
当
初
は
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分

な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
昨
秋
か
ら
情
報
発
信
を

再
開
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

や
給
湯
器
、
ビ
ル
ト
イ
ン
こ

ん
ろ
を
台
数
限
定
の
特
価
で

販
売
。
都
市
ガ
ス
顧
客
を
対

象
に
光
熱
費
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
関
電
ガ
ス

へ
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
を
提
案

し
て
い
る
。

　
来
場
記
念
に
関
電
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
は
ぴ
太
」
の
粗

品
を
進
呈
、
12
月
21
～
25
日

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
菓
子
セ
ッ

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
関

電
ガ
ス
の
新
規
契
約
に
は
エ

コ
バ
ッ
グ
、
電
力
と
ガ
ス
の

セ
ッ
ト
契
約
「
な
っ
ト
ク
パ

ッ
ク
」
の
場
合
は
餃
子
の
王

将
の
食
事
券
２
千
円
分
の
特

典
を
付
け
た
。

　
昨
秋
は
恒
例
イ
ベ
ン
ト
の

感
謝
祭
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
11
月
24
日
～
12
月
29
日

に
チ
ラ
シ
中
心
の
「
感
謝
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
た
。

予
約
制
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

や
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
「
友
だ
ち

登
録
」
に
対
す
る
工
事
費
割

引
ク
ー
ポ
ン
の
進
呈
を
実

施
。
厳
寒
期
に
向
け
た
断
熱

防
音
窓
や
「
Ｆ
Ｈ
Ｓ
ユ
カ
カ

ラ
暖
房
」
な
ど
テ
ー
マ
性
の

あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
を
提
案
し

た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識

し
て
、
窓
開
口
や
換
気
扇
取

り
付
け
な
ど
換
気
リ
フ
ォ
ー

ム
、
玄
関
や
リ
ビ
ン
グ
へ
の

セ
カ
ン
ド
手
洗
い
器
設
置
、

勢
で
日
々
励
ん
で
い
く
」
と

力
を
込
め
る
。

　
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
検
針
に
関
し
て
、
山

間
部
や
不
在
が
多
く
明
確
に

効
率
化
が
図
れ
る
需
要
家
に

対
象
を
絞
っ
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
ユ
ニ

ッ
ト
を
設
置
し
て
い
る
。
Ｌ

　
油
藤
商
事
（
本
社
・
滋
賀
県
豊
郷

町
、
青
山
裕
史
社
長
）
が
運
営
す
る

彦
根
市
の
彦
根
イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
で
３

日
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

た
。
滋
賀
県
在
住
の
声
楽
家
や
器
楽

奏
者
５
人
が
出
演
、
コ
ロ
ナ
下
の
文

化
芸
術
公
演
を
支
援
す
る
滋
賀
県
の

補
助
金
を
活
用
し
た
。

　
大
津
市
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
、
安
田

旺
司
氏
が
バ
イ
オ
リ
ン
の
川
瀬
陽
子

氏
、
ピ
ア
ノ
の
小
林
千
夏
氏
に
声
を

か
け
て
公
演
を
企
画
。
ソ
プ
ラ
ノ
の

古
田
真
由
美
氏
と
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の

井
筒
紗
貴
子
氏
も
加
わ
っ
た
。
安
田

氏
と
青
山
社
長
は
経
営
者
の
勉
強
会

で
知
り
合
い
、
同
Ｓ
Ｓ
で
過
去
数

回
、
給
油
に
訪
れ
た
顧
客
に
歌
を
サ

ー
ビ
ス
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の

企
画
を
聞
き
、
正
月
休
み
中
の
Ｓ
Ｓ

を
会
場
と
し
て
提
供
し
た
。

　
安
田
氏
は
「
わ
れ
わ
れ
演
奏
家
は

人
を
集
め
る
の
が
仕
事
だ
け
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
８
カ
月
間
活
動
で
き
な
か

っ
た
。
Ｓ
Ｓ
は
屋
外
で
換
気
の
心
配

が
な
く
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
の
反
射
で
意

外
と
音
も
悪
く
な
い
。
変
わ
っ
た
光

景
だ
が
、
普
段
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
か

な
い
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
会
場
に
は
間
隔
を
空
け
て
い
す
を

並
べ
、
観
客
は
マ
ス
ク
着
用
で
感
染

防
止
に
努
め
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
開
催
を

告
知
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
生
配

信
を
行
っ
た
。
青
山
社
長
は
「
Ｓ
Ｓ

で
こ
ん
な
企
画
は
な
か
な
か
な
い

が
、
新
た
な
活
用
法
と
し
て
全
国
に

発
信
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
歩
道
に
雪
が
残
る
寒
さ
の
中
で
、

演
奏
家
は
電
気
ベ
ス
ト
や
指
な
し
手

袋
を
着
け
熱
演
し
た
。
丑
年
生
ま
れ

の
作
曲
家
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
「
新

世
界
か
ら
」
や
ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
の

「
仮
面
舞
踏
会
」
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
名
曲
、
安
田
氏
が
得
意
な
カ
ン
ツ

ォ
ー
ネ
、「
バ
ビ
ル
２
世
」
な
ど
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
を
次
々
と
披
露
。
隣
家

の
住
民
も
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
手
拍
子
を

送
っ
て
楽
し
ん
だ
。

　
宮
野
商
事
（
本
社
・
京
都

市
、
宮
野
高
彰
社
長
）
は
昨

年
11
月
24
日
か
ら
１
月
29
日

抗
ウ
イ
ル
ス
壁
紙
へ
の
貼
り

替
え
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
や
テ

レ
ビ
ド
ア
ホ
ン
な
ど
を
訴
求

し
た
。

クラシック音楽を身近に

「
フ
ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
」
を
歌
う
出
演
者
。

聴
衆
も
振
り
付
け
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
た

油
藤
商
事 
Ｓ
Ｓ
で
ミ
ニ
公
演

関電ガスサポートショップのショールーム
オープンを機にキャンペーンを展開。都市
ガスユーザーの関電ガスへの切り替え促進
も図る


